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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 528,882 9.3 31,955 34.5 44,302 17.5 29,431 11.2

2023年３月期第２四半期 483,827 15.5 23,761 21.3 37,694 53.4 26,459 47.7

（注）包括利益 2024年３月期第２四半期 51,292百万円（14.3％） 2023年３月期第２四半期 44,887百万円（101.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 20,873.76 －

2023年３月期第２四半期 634.09 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

 2024年３月期第２四半期 1,082,034 378,275 31.8

2023年３月期 956,370 327,320 31.0

（参考）自己資本 2024年３月期第２四半期 344,255百万円 2023年３月期 296,407百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － － － － －

2024年３月期 － －

2024年３月期（予想） － － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,060,000 3.7 50,000 3.9 60,000 △3.0 37,000 △11.9 26,269.51

１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注1）現時点において、2024年３月期の期末の１株当たり配当金については未定であります。

（注2）上記「配当の状況」は普通株式に係る配当の状況であります。当社が発行する普通株式と権利関係が異なる種類

株式の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期２Ｑ 1,402,703株 2023年３月期 1,402,703株

②  期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ －株 2023年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 1,402,703株 2023年３月期２Ｑ 20,630,200株

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － － － 7.20 7.20

2024年３月期 － －

2024年３月期（予想） － － －

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規        １社  （社名）Controlled Air, Inc

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料P.10「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報と合理的であると判断する一定の前提に基づき当社

が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。そのため、様々な要因の変化により実際の

業績は記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となる可能性があります。

（種類株式の配当の状況）

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下の通りであります。

（注）現時点において、2024年３月期の期末の１株当たり配当金については未定であります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間（2023年４月１日～９月30日）は、深刻な世界経済の後退は回避しているものの、ロ

シアによるウクライナ侵攻の長期化などの地政学リスクの増大、世界的なインフレの進行、欧米各国の金融引締め

により世界経済の減速感が強まりました。

　この状況下において、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は5,288億円（前年同期比9.3％

増）となりました。経常利益は443億円（前年同期比17.5％増）となり、売上高経常利益率は8.4％となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は294億円（前年同期比11.2％増）となりました。

　また、連結売上高に占める海外売上高は3,271億円（前年同期比11.9％増）となり、海外売上高構成比は61.9％

となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　産業用機械事業

　当セグメントは、農業機械、建設機械、ガスヒートポンプ並びに常用・非常用発電機により構成されておりま

す。

　農業機械の国内市場においては、底堅い需要に支えられ、売上高は前年と同水準を確保しました。海外市場につ

いては、トルコ、ブラジル等の新興国市場における需要の開拓により、売上高は前年度を上回ることができまし

た。

　建設機械の国内市場においては、前年と同水準の売上を確保しました。海外市場においては、北米・欧州市場の 

旺盛な需要もあり、増収を達成することができました。

　ガスヒートポンプならびに発電機については、国内は前年とくらべ堅調に推移しました。海外市場では、エネル

ギー需要の高まりにより発電機販売が好調に推移しました。

②　内燃機関及び関連機器事業

　当セグメントは、産業用エンジン、舶用エンジン、コンポーネントにより構成されております。

　小形産業用エンジンにおいては、売上高は前年とほぼ横ばいの水準となりました。

　舶用エンジンについては、堅調な海運市場を背景とした建造需要と、メンテナンス需要を取り込み、前年に比べ

て増収となりました。

　トランスミッション、ギア、工作機械を中心としたコンポーネントについては、北米における需要の減退を受け

減収となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は1兆820億円となりました。流動資産は6,723億円で、この主な内容は

現金及び預金が662億円、受取手形、売掛金及び契約資産が2,050億円、商品及び製品等の棚卸資産が3,203億円で

あります。固定資産は4,097億円で、この主な内容は、建物及び構築物等の有形固定資産が2,559億円、のれん等の

無形固定資産が340億円、関係会社株式等の投資その他の資産が1,197億円であります。

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は7,037億円となりました。流動負債は5,386億円で、この主な内容は、

支払手形及び買掛金が1,693億円、短期借入金が1,337億円であります。固定負債は1,651億円で、この主な内容

は、長期借入金が887億円、退職給付に係る負債が292億円であります。

　なお、有利子負債は3,316億円となりました。

　また、純資産合計は3,782億円となりました。その結果、自己資本比率は31.8％となりました。

②キャッシュ・フローの概況

　営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期(36億円)に比べ45.9％減の19億円の収入となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益442億円、減価償却費139億円及び棚卸資産の増加による支出337億円によるもの

であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期(285億円)に比べ47.1%増の420億円の支出となりました。これ

は主に、固定資産の取得による支出173億円、短期貸付金の純増額による支出248億円によるものであります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期(285億円)に比べ93.7%増の553億円の収入となりました。これ

は主に、コマーシャル・ペーパーの増加額400億円、短期借入金の純増額による収入279億円、長期借入金の借入に

よる収入128億円、長期借入金の返済による支出228億円によるものであります。
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売上高 営業利益 経常利益

親会社株主

に帰属する

当期純利益

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ）

百万円

1,080,000

百万円

46,700

百万円

50,000

百万円

34,000

円 銭

24,130.79

今回修正予想（Ｂ） 1,060,000 50,000 60,000 37,000 26,269.51

増減額（Ｂ－Ａ） △20,000 3,300 10,000 3,000 －

増減率（％） △1.9 7.1 20 8.8 －

（ご参考）前期実績

（2023年３月期）
1,022,283 48,110 61,830 41,992 2,039.19

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物の四半期末残高は、前年同期末残高545億円に

比べ112億円増加し658億円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第２四半期連結累計期間は、底堅い国内市場に支えられるとともに海外市場における需要の取り込みと円安の

影響で前年水準を上回る業績で推移しました。

　一方、第３四半期以降については、グローバル経済の減速の影響も懸念され、当社を取り巻く事業環境が徐々に

厳しさを増すことが懸念されます。

　以上から、通期の連結業績予想を下記の通り修正いたします。

　第３四半期以降の為替レートについては、1米ドル140円、1ユーロ150円を前提にしております。

2024年３月期通期連結業績予想数値の修正（2023年４月１日～2024年３月31日）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2023年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 47,799 66,243

受取手形、売掛金及び契約資産 208,092 205,007

電子記録債権 7,111 12,620

棚卸資産 271,854 320,394

その他 41,826 74,987

貸倒引当金 △6,425 △6,948

流動資産合計 570,259 672,304

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 206,191 212,763

減価償却累計額 △127,042 △131,538

建物及び構築物（純額） 79,148 81,225

機械装置及び運搬具 224,144 233,345

減価償却累計額 △168,040 △175,487

機械装置及び運搬具（純額） 56,103 57,858

工具器具備品 104,026 107,382

減価償却累計額 △91,953 △94,875

工具器具備品（純額） 12,072 12,506

土地 84,695 85,573

リース資産 7,346 8,099

減価償却累計額 △3,364 △3,697

リース資産（純額） 3,981 4,402

使用権資産 8,169 9,019

減価償却累計額 △3,877 △4,190

使用権資産（純額） 4,291 4,828

建設仮勘定 4,788 9,571

有形固定資産合計 245,081 255,966

無形固定資産

のれん 19,590 20,559

その他 13,609 13,503

無形固定資産合計 33,200 34,063

投資その他の資産

投資有価証券 12,653 15,310

関係会社株式 53,063 61,526

長期貸付金 890 724

繰延税金資産 32,373 33,797

その他 9,449 8,937

貸倒引当金 △604 △596

投資その他の資産合計 107,827 119,700

固定資産合計 386,110 409,729

資産合計 956,370 1,082,034

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2023年９月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 175,652 169,327

電子記録債務 31,992 35,742

短期借入金 96,683 133,793

１年内返済予定の長期借入金 43,190 43,024

コマーシャル・ペーパー - 40,000

リース債務 2,298 2,533

未払金及び未払費用 47,257 48,347

未払法人税等 7,584 14,576

賞与引当金 8,421 8,448

役員賞与引当金 240 68

受注損失引当金 447 622

製品保証引当金 13,731 13,410

その他 28,207 28,758

流動負債合計 455,709 538,655

固定負債

長期借入金 98,070 88,752

長期未払金 3,068 3,450

社債 18,400 18,400

リース債務 4,737 5,136

繰延税金負債 592 698

再評価に係る繰延税金負債 8,597 8,597

役員退職慰労引当金 838 769

退職給付に係る負債 29,052 29,231

資産除去債務 2,173 2,169

その他 7,807 7,897

固定負債合計 173,340 165,103

負債合計 629,049 703,758

純資産の部

株主資本

資本金 90 90

資本剰余金 17,209 17,209

利益剰余金 239,912 269,053

株主資本合計 257,211 286,352

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,138 5,435

土地再評価差額金 15,818 15,818

為替換算調整勘定 16,953 34,359

退職給付に係る調整累計額 2,284 2,288

その他の包括利益累計額合計 39,196 57,902

非支配株主持分 30,913 34,019

純資産合計 327,320 378,275

負債純資産合計 956,370 1,082,034
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自2022年４月１日

至2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自2023年４月１日

至2023年９月30日）

売上高 483,827 528,882

売上原価 353,873 386,114

売上総利益 129,953 142,767

販売費及び一般管理費 106,192 110,812

営業利益 23,761 31,955

営業外収益

受取利息 634 1,540

受取配当金 1,685 339

固定資産賃貸収入 831 821

為替差益 9,147 8,621

持分法による投資利益 2,450 4,409

その他 1,678 1,361

営業外収益合計 16,427 17,092

営業外費用

支払利息 1,669 3,681

その他 823 1,064

営業外費用合計 2,493 4,745

経常利益 37,694 44,302

特別利益

固定資産売却益 75 61

その他 28 123

特別利益合計 104 185

特別損失

固定資産処分損 213 224

投資有価証券評価損 90 0

その他 32 42

特別損失合計 336 267

税金等調整前四半期純利益 37,461 44,220

法人税等合計 10,603 13,168

四半期純利益 26,858 31,051

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 26,459 29,431

非支配株主に帰属する四半期純利益 398 1,620

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自2022年４月１日

至2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自2023年４月１日

至2023年９月30日）

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △ 2,634 1,301

為替換算調整勘定 16,300 13,654

退職給付に係る調整額 △ 17 7

持分法適用会社に対する持分相当額 4,380 5,277

その他の包括利益合計 18,029 20,241

四半期包括利益 44,887 51,292

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 42,248 48,137

非支配株主に係る四半期包括利益 2,639 3,154
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 37,461 44,220

減価償却費 13,093 13,973

のれん償却額 1,410 1,323

固定資産処分損 213 224

固定資産売却益 △75 △61

貸倒引当金の増減額(減少：△) 72 185

役員賞与引当金の増減額(減少：△) △141 △172

賞与引当金の増減額(減少：△) 65 △20

受注損失引当金の増減額(減少：△) △146 174

製品保証引当金の増減額(減少：△) △666 △568

退職給付に係る負債の増減額(減少：△) 65 △3

受取利息及び受取配当金 △2,319 △1,879

支払利息 1,712 3,723

持分法による投資損益(益：△) △2,450 △4,409

売上債権の増減額（増加：△） 5,112 9,395

棚卸資産の増減額（増加：△） △28,384 △33,742

仕入債務の増減額（減少：△） △6,355 △14,755

未払又は未収消費税等の増減額 △6,418 △9,498

その他 838 2,609

小計 13,087 10,717

利息及び配当金の受取額 2,916 2,648

利息の支払額 △1,772 △3,624

法人税等の支払額 △10,540 △7,746

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,690 1,994

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（増加：△） △219 65

固定資産の取得による支出 △10,954 △17,312

固定資産の売却による収入 205 253

投資有価証券の取得による支出 △14 △341

短期貸付金の純増減額（増加：△） △17,567 △24,893

その他 △47 155

投資活動によるキャッシュ・フロー △28,598 △42,072

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（減少：△） 42,955 27,910

コマーシャル・ペーパーの増減額（減少：△） － 40,000

リース債務の返済による支出 △1,129 △1,700

長期借入による収入 18,434 12,889

長期借入金の返済による支出 △30,840 △22,830

配当金の支払額 △185 △151

非支配株主への配当金の支払額 △664 △794

その他 － 24

財務活動によるキャッシュ・フロー 28,569 55,347

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,291 3,028

現金及び現金同等物の増減額（△：減少） 6,952 18,298

現金及び現金同等物の期首残高 47,621 47,336

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 207

現金及び現金同等物の四半期末残高 54,573 65,841
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　一部の連結子会社は、当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当

該見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法を採用

しております。
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報告セグメント 調整額

（注）

１、２

四半期

連結財務諸

表計上額
産業用機械

内燃機関及

び関連機器
計

売上高

外部顧客への売上高 281,846 193,339 475,186 8,640 483,827

セグメント間の内部売上高又は振替高 1,775 37,792 39,567 △39,567 －

計 283,622 231,132 514,754 △30,927 483,827

セグメント利益 11,250 8,456 19,706 4,054 23,761

日本 米国 欧州 アジア その他 合計

191,355 103,229 75,740 84,282 29,221 483,827

報告セグメント 調整額

（注）

１、２

四半期

連結財務諸

表計上額
産業用機械

内燃機関及

び関連機器
計

売上高

外部顧客への売上高 311,907 205,636 517,543 11,339 528,882

セグメント間の内部売上高又は振替高 1,494 39,374 40,869 △40,869 －

計 313,402 245,010 558,412 △29,530 528,882

セグメント利益 18,541 10,941 29,483 2,472 31,955

日本 米国 欧州 アジア その他 合計

201,751 102,299 94,798 92,949 37,083 528,882

（セグメント情報等）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日 至2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

（注）１．調整額は、セグメント間の内部取引に係る消去額、各報告セグメントに配分していない全社費用等

を含んでおります。

２．外部顧客への売上高の調整額8,640百万円は、ヤンマーグローバルCS㈱が包括的に管理している補修

用部品等の販売額3,128百万円、ヤンマーマルシェ㈱の住設機器販売額2,239百万円を含んでおりま

す。

２．地域別情報

仕向地別の外部顧客への売上高

（単位：百万円）

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2023年４月１日 至2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

（注）１．調整額は、セグメント間の内部取引に係る消去額、各報告セグメントに配分していない全社費用等

を含んでおります。

２．外部顧客への売上高の調整額11,339百万円は、ヤンマーグローバルCS㈱が包括的に管理している補

修用部品等の販売額2,931百万円、ヤンマーマルシェ㈱の住設機器販売額2,581百万円を含んでおり

ます。

２．地域別情報

仕向地別の外部顧客への売上高

（単位：百万円）
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